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運動部のマネージャーの性格が選手のモチベーションに及ぼす影響

一一大学の運動部を対象とした調査一一

伴 真和乃* 1) 高木浩人*2)

本研究の目的は，大学の 6 つの運動部から収集したデータに基づいて 知覚されたマネージャ ーの

性格が男性選手のモチベーションに及ぼす影響について検討することであった . 有能感を統制変数と

した重回帰分析の結果，知覚されたマネージャーの性格が男性選手のモチベーション(努力志向，研

究心，勝利追求)を有意に説明していた.さらにマネージャーの影響はマネージャーの性別によって

異なっていた . つまり，男性マネージャ ーの性格は努力志向と研究心を有意に説明し，女性マネー ジ

ャ ーの性格は勝利追求を有意に説明していた.今後の研究への合意が議論された
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スポーツ選手や運動部に所属する学生は，監督，コ

ーチ，顧問の先生， 先輩や同期，後輩など様々な人か

らの影響を受けていると考えられる.また， このよう

な他者という外部からの影響だけでなく，自分自身と

いう内的なものからの影響も受けていると考えられ

る . 選手が影響を受ける側面としては，練習に効率よ

く取り組み円滑に進めているかなど練習の効率性， 自

ら意欲的に練習に参加することができているかなど選

手のモチベーション，部活全体や個人の試合成績など

が挙げられる.こ のように いくつかのものが挙げら

れるが， 今回の調査では，選手のモチベーションに焦

点を当てたい .

モチベーションとは， 日常においてやる気，動機づ

けという意味で使われている r動機づけは，学校や

大学，職場，スポーツのような達成的な状況で，人々

が目標に向かつて励み，そこに到達しようとする際の，

複雑な過程を説明しようとする多くの理論の中核であ

る J (Hagger & Chatzisarantis, 2005 (湯川・泊・大石訳，

2007 , p. 105)). 

ここで，スポーツにおけるモチベーションは，試合

で、勝つことや設定した目標を達成・成功させるために

も必要不可欠なものであると考えられる.それと同時

に，達成・成功させるための日頃の練習やトレーニン

グの継続，集中ということにおいても重要になってく

るのではないかと思われる. これまでのスポーツ選手

のモチベーションについては 監督やコ ーチなどから

の指導がモチベーションに及ぼす影響に関する研究な

どがみられる(植田・高野， 2001; 松井， 2014). 監督や

コーチという立場は，技術指導，課題や目標達成のた

めのアドバイス，精神面における助言など比較的直接

選手と密接に関わっている.

植田・高野 (2001 )では 選手のモチベー ションと

コ←チの指導の方法，役割の関連についての研究結果

が示されている. この研究では，学生アスリートのモ

チベーションを「内側から湧き起こるモチベー ション」

と「外からの働きによって起こるモチベーション」の

2 種類に分類している.そして それぞれにおいてコ

ーチは選手に対して競技そのものの価値を見出す働き

かけや選手との良好な人間関係の構築が必要であると

いう結果がみられた.また松井 (20 14)では，高校の

運動部活動において 称賛・励ましなどの指導者のフ

ィ ードパックが生徒のモチベーションに与える影響は

指導者と生徒の人間関係によって異なることが示され

た

今回の調査では，選手のモチベーションに影響を与

える要因としてマネージャ ー に注目する . マネー ジャ
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←は，部活動においてドリンク作り，タイマー，用具

の準備 ・片付け， 試合結果の記録，ユニホームの洗濯，

ケガの手当て，声かけ，試合前後の励ましなどをこな

す役割を担っている . このことから，監督，コ ー チ，

先輩や同期，後輩などとは異なり，部活動においてサ

ポー タ ーと しての役割を担っている立場である

このように，競技に関して選手との直接的な関わり

の少ない立場のマネージャ ーであ るが，多くの運動部

においてマネージャーは存在する . 監督やコーチのよ

うな直接的な関わりは少なくはあるが， 日々選手のた

めに部活で活動するマネージャ ー も選手のモチベー シ

ョンに何 らかの影響を与えているのではないだろう

か. 選手のモチベーションに影響を及ぼす要因として

マネージャーを取り上げることは今後，部活で活動す

るマネ ージャーの存在意義や活動意義を確認すること

につながるであろう このことはマネージャーとして

活動する人にも運動選手のモチベーションの研究者に

とっても有意義なものになるであろう . そこで本研究

では，マネージャーの特性がどのように選手のモチベ

ーションに影響しているのかについて調査する . なお，

マネ ー ジャ ーの特性として性格特性，役割を取り上げ

る.運動部のマネージャ ーの役割に関しては，高橋 ・

仁藤 (2000) が扱っているが選手のモチベーション

との関連については検討されていない. また， この研

究は大学硬式野球部のみを対象としており，今回の調

査ではさ まざまな部活動を対象に選手のモチベーショ

ンとの関連について検討する.また ， マネ ージャ ーの

性格特性と役割が選手のモチベーションに対してどの

程度の説明力を有しているか検討するために，選手の

モチベーションと強く関わると予想される選手の自己

有能感を統制変数として取り上げる .

方法

調査対象

愛知県の私立大学の運動部に在籍する学生 158 名

(男性 145 名，女性 13 名)であった . いずれの運動部

にもマネ ー ジャーが所属している.学年は l 年生 39

名 2 年生42 名， 3 年生 52 名， 4 年生 25 名であった.

部活動については，日本拳法 ( 17 名人サッカー (30 名) , 

アメリカンフッ トボール (32 名) ，ラクロス (12 名) , 

少林寺拳法 (23 名) ，陸上 (44名)の 6 つの運動部を

対象とした

質問紙の構成

表紙で性別，学年，音Ij活名，マネー ジャ ーの性別に

ついて尋ねた 2 ページ以降でマネージャ ーの性格特

性，マネージャーの役割， 自己有能感，モチベー ショ

ンを測定した . 所属する部活にマネージャ ーが複数い

た場合，その中から l 人を思い浮かべさせて回答を求

めた

マネ ー ジャ ーの性格特性 : マネ ー ジャ ーの性4各特性

を測定するために， Big Five 尺度(和田， 1996 ) の特

徴を検討し開発された Big Five 尺度短縮版(並川| ・ 谷 ・

脇田 ・ 熊谷 ・ 中根 ・ 野口， 2012 ) から 「外向性J ， 1"誠

実性J ， 1"情緒不安定性J ， 1"開放性J ， 1"調和性」の 5 つ

の因子の 29項目を使用した.外向性については1"無

口な(逆転) J , 1"社交的 J ， 1"話し好き」などの 5 項目

で尋ねた.誠実性については1"いい加減な(逆転) J , 

「ルーズな(逆転) J , 1"成り行きまかせ(逆転) J など

の 7 項目で尋ねた.情緒不安定性については 1"不安

になりやすい J ， 1"心配性J ， 1"弱気になる」などの 5 項

目で尋ねた . 開放性については1"多才の J ， 1"進歩的J ，

I"~虫創的な」などの 6 項目で尋ねた.調和性については，

「短気(逆転) J , 1"怒りっぽい(逆転) J , 1"温和な」な

どの 6 項目で尋ねた . なお，回答は全て1" 1 当ては

まらない J ，，-，1" 5 当てはまる 」 の 5 段階で求めた .

マネージャ ーの役割 : マネ ー ジャ ーの役割を測定す

るために，普段の著者自らのマネージャーの活動に基

づいてオリジナルの質問項目を作成した1"精神面的

役割J ， 1"事ー務的役割J ， 1"運営面的役割」の 3 つを設定

し， 16項目を作成した . 精神面的役割については1"練

習時に笑顔でいることが多い J ， 1"ケガをしたときに心

配する J ， 1"試合の前に声をかける」などの 5 項目で尋

ねた . 事務的役割については1"ドリンクを作る J ， 1"タ

イマ ーで時間をはかる J ， 1"用具の準備・片付けをする」

などの 6 項目で尋ねた . 運営面的役割については1"練

習メニュ ーを考える J ， 1"技術面で指導する J ， 1"団体メ

ンバ一等の選手の決定に加わる」などの 5 項目で尋ね

た . なお ， 回答は全て1" 1 当てはまらない J ，，-，1" 5

当てはまる」の 5 段階で求めた

自己有能感:選手の自己有能感を測定するために

藤島 ・ 沼崎 ・ 工藤 (2003) の日本語版自己好意 ・ 自己

有能感尺度から自己有能感尺度の 10項目を使用した

「私には才能があり，多くの可能性がある J ， 1"私には

あまり成し遂げてきたことがない(逆転) J , 1"私はこ

れまでの人生で成功してきた」などの 10項目で尋ね

た . なお，回答は 1" 1 当てはまらない J ，，-，1" 5 当

てはまる」の 5 段階で求めた
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モチベーション:モチベーションを測定するため

に，金井 (2001) の競技意欲検査から本調査における

選手のモチベーションに関わると考えられる「努力志

向性J ， 1"研究心J ， 1"勝利追求」の 3 つの因子を測定す

る 1 5 項目を使用した.努力志向性については1"新し

い技術を与えられたら，それをマスターするまで努力

を続ける J ， 1"一つのことがうまくいかないとき ， それ

をやめてほかのことをするより それができるまで努

力し続ける J ， 1"目標を立てたら，途中であきらめるこ

となく最後まで努力できる」などの 5 項目で尋ねた

研究心については 「競技やスポー ツの本を読むのが

好きである J ， 1"偉大なスポー ツマンの伝記を読むのが

好きである J ， 1"競技についての話を聞くのが好きであ

る 」 などの 5 項目で尋ねた . 勝利追求については1"ス

ポーツは，勝つことが最大の目標である J ， 1"スポー ツ

は楽 しむことより勝つことに意義がある J ， 1"みんなで

楽しむスポー ツよりも 勝敗の明白なスポーツの方が

やる意欲がわく」などの 5 項目で尋ねた . なお， 回答

は全て1" 1 当てはまらない J "'-' 1" 5 当てはまる」

の 5 段階で求めた.

手続き

2014年 10月，愛知県の私立大学の運動部の学生を

対象に質問紙への回答を求めた . 質問紙については，

6 つの運動部ごとで、調査を行ってもらい，後日それぞ

れ回収した .

結果

分析対象

信頼性分析では全回答者の 1 58 名を対象としたが，

女子選手が少なかったのでそれ以降の分析では除外す

ることとし ， 男子選手の回答者 145 名のみを対象とし

た

信頼性分析

マネージャーの性格特性の尺度について信頼性分析

を行い，各尺度について Cronbach の α係数を算出した.

その結果， マネ ー ジャ ー の性格特性の外向性は

α=.827，誠実性は α=.802，情緒不安定性は α=.871 ，

開放性は α=.778，調和性は α=.767 が得られた 各項

目の評定値を平均して「外向性J ， 1"誠実性J ， 1"情緒不

安定性J ， 1"開放性J ， 1"調和性」 の得点とした.

マネ ー ジャ ーの役割の尺度について信頼性分析を行

い，各尺度について Cronbach の α 係数を算出した .

その結果，マネ ー ジャ ← の役割の精神面的役割は

α=.816，事務的役割は α=.733，運営面的役割は

α=.800が得られた各項目の評定値を平均して「精

神面的役割J ， 1"事務的役割 J ， 1"運営面的役割」の得点

とした

選手の自己有能感は Cronbach の α= .833 が得られた.

項目の評定値を平均して「自己有能感」の得点とした.

選手のモチベーションの尺度について信頼性分析を

行い，各尺度について Cronbach の α 係数を算出した .

その結果，選手のモチベーションの努力志向性は

α=.849，研究心は α=.809，勝利追求は α=.856が得ら

れた.各項目の評定値を平均して「努力志向性J ， 1"研

究心J ， 1"勝利追求」の得点とした.

相関分析

各変数聞の関連について検討するために，相関分析

を行った (Table 1) 

まず， 自己有能感と選手のモチベーションとの関連

に注目すると，努力志向性，研究心，勝利追求の全て

において有意な正の相関がみられた(順に r二.434 ，

p<.Ol; r=.327 , p<.01; r=.2 12 , p<.05) . このことは，有能

感を統制変数として取り上げたことの適切さを示して

いる.次に，マネージャ ーの特性と選手のモチベー シ

ヨンとの関連に注目すると，マネージャ ーの誠実性と

努力志向性，研究心との聞に有意な負の相関がみられ

た (11頃に r二一.200ラ p<.05 ; r二一 .1 82 ， p<.05) . また， マ

ネ ー ジャ ーの開放性と勝利追求との聞に有意な正の相

関がみられた (r二 200 ，p<.05). 

階層的重回帰分析:全体

選手のモチベー ションとマネー ジャ ーの性格特性，

役割との関係を検討するため，階層的重回帰分析(強

制投入法)を行った. 目的変数として努力志向性，研

究心，勝利追求を ， 説明変数として Step 1 で選手の自

己有能感， Step 2 でマネージャーの性格特性を投入し

た.その結果を示したのが Table 2 である.なお，マ

ネ ージャーの役割に関しては いずれの目的変数につ

いても有意な結果が得られなかったため ， 説明変数か

ら除外した結果について述べる.

努力志向性を目的変数とした場合， Step 1 では

R2=.175 (F(l， 130)=27.605 ラ p<.OOl ) と有意になり ，自

己有能感が有意な正の関連 (ß= .4 19 ， p<.OOl) を示し

ていた Step 2 では R2=.249 (F(仇 125) =6.909ラ p<.OOl)

と有意になり，自己有能感が有意な正の関連(戸=.446 ，

p<.OOl) を示し，マネージャーの誠実性が有意な負の
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Table 1 変数間の相関係数 と信頼性係数

外向性 誠実性 不情安疋緒{性 開放性 調和性
精神面的 事務的 運営面的 自己 努力

研究心 勝利追求
役割 役割 役割 有能感 志向性

性格

外向性 α= .827 308** -.099 295 料 463** 370** 186* -.015 -.150 -.015 041 -.007 

誠実性 α=.802 -.095 173 * 494** 362 ** 129 151 111 -.200* -.182* 157 

情緒不安定性 α= . 871 -.108 -.092 103 149 094 -.108 120 129 -.146 

開放性 α=.778 1 90 斗 23 1 * 本 001 201 本 109 042 l36 200 中

調和性 α=.767 398 水* 288** -.082 -.168* -.102 -.077 018 

役割

精神面的役割 α=.8 1 6 492 * ネ 092 -.047 029 072 002 

事務的役割 αニ 733 112 -.108 151 134 073 

運営面的役割 α=.800 115 003 124 117 

自 己有能感 α=.833 434** 327* ホ 212* 

モ チベー シ ョン

努力志向性 α=.849 644* 中 522** 

研究)~\ α=.809 354** 

勝利追求 α=.856 

ネ'p<.05 ， ネ *p< . O I

T'able 2 努力志向性 研究心 勝利追求を目的変数とした階層的重回帰分析:全体

努力志向性 研究心 勝利追求

Step 1 Step 2 

戸 F 
Step 1 

自己有能感 .4 19 功料Z .446 *判Z

Step 2 

外向性 .122 

誠実性 .194* 

情緒不安定性 .200* 

開放性 007 

調和性 051 

R2 .175*** 249料ド

自由度調整済みが .169 213 

ど1R2 .074* 

関連 (ß二一 . 194， p<.05 ) ， 情緒不安定性が有意な正の関

連 (ß= .200 ， p<.05 ) を示していた. また ， L1R2 は .074

で有意であった (p< . 05 ). このことから選手の努力志

向性について，マネージャ ーの性格特性が選手の自己

有能感 とは独立に説明力を有 して いるこ と がわかっ

た

研究心を目的変数とした場合， Step 1 では R2=.100

(F(1, 130)=14.370 , p<.OOl ) と有意になり， 自己有能感

が有意な正の関連 (戸=.315 ， p<.OOl) を示していた .

Step 2 で は R2=.177 (F(6 , 125)=4 .477 , p<.OOl) と有意に

Step 1 

p 
Step 2 

F 

Step 1 

p 
Step 2 

F 

.315* 十吟 .325*** .229*'1 186* 

070 

-.178 

211 * 

122 

057 

.048 

.287 ヰ*

-.079 

181* 

.134 

.100*** 177 *** .052 ** . 146料Z

.093 137 

.077* 

.045 104 

.094* 

持'p<.05 ， **p<.01 , ***p<.001 

なり， 自己有能感が有意な正の関連(戸=.325 ， p<.OOl) 

を示し，マネー ジャ ーの情緒不安定性が有意な正の関

連(戸=.211 ， p<.05 ) を示していた. また ， L1R2 は .077

で有意であった (p<.05 ). このことから選手の研究心

について，マネージャ ーの性格特性が選手の自 己有能

感 と は独立に説明力を有 して いるこ と がわかった

勝利追求を目的変数とした場合， Step 1 では

R2=.052 (F(1, 128)=7.078 , p<.Ol ) と有意になり ， 自己

有能感が有意な正の関連 (戸=.229 ， p<.Ol) を示 して い

た Step 2 ではが=.146 (F(6 ,123)=3.508 , p<.Ol) と有
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意になり，自己有能感が有意な正の関連 (β=.186 ，

p<.05) を示し，マネ ー ジャ ーの誠実性が有意な負の

関連 (ß二一.287 ヲ p<.OI) ， マネ ー ジャ ーの開放性が有意

な正の関連(戸=.18 1 ， p<. 05) を示していた. また，

L1R2 は 094 で有意であった (p<.05 ). このことから選

手の勝利追求について，マネージャ ーの性格特性が選

手の自己有能感とは独立に説明力を有していることが

わかった

以上より ， 選手のモチベー ションの全ての要素にお

いて，マネージャ ーの性格が選手の自己有能感とは独

立に説明力を有しているこ とがわかった.では，マネ

ージャ ーの性別によってどのような遣いがみられるの

だろうか.以下では男子マネージャ ー (N=30，アメリ

カンフットボール部，少林寺拳法部)，女子マネージ

ャー (N=11 5，日本拳法部，サッカ 一部，アメリカン

フットボール部，ラクロス部，少林寺拳法部，陸上部)

ごとに同様の階層的重回帰分析を行った.

階層的重回帰分析:男子マネージャー

目的変数として選手のモチベー ションの努力志向

性，研究心，勝利追求を，説明変数として Step 1 で自

己有能感， Step 2 でマネージャ ーの性格特性を投入し

た.その結果を示したのが Table 3 である.

努力志向性を目的変数とした場合， Step 1 では

R2=.087 (F(1,26)=2 .481 , n . s.) と有意ではなかった

Step 2ではが= .559 (F(6ユ 1) =4.435 ， p<.Ol) と有意にな

り，マネ ー ジヤ ← の誠実性が有意な負の関連(戸=

一.523 ラ p<.Ol) ， マネージャ ーの情緒不安定性が有意な

正の関連(戸=.622 ， p<.01) を示していた.また ， L1R2 

は .472 で有意であった (p<.01 ). このことから選手の

努力志向性について，男子マネージャ ーの性格特性は

選手の自己有能感とは独立に説明力を有していること

がわかった

研究心を目的変数と した場合， Step 1 ではど=.1 41

(F(1,26)=4.284 , p<.05) と有意に なり ， 自己有能感が

有意な正の関連(戸=.376 ， p<.05) を示していた Step

2 では R2=.515 (F(6 ,21)=3.719 , p<.05 ) と有意になり，

マネージャ ー の誠実性が有意な負の関連(戸=一.552 ，

p<.0 1 ) ， マネ ー ジャ ーの情緒不安定性が有意な正の関

連 (ß= .482 ， p< . 05) を示していた . また ， L1R2 は 374

で有意であった (P<. 05 ). このことから選手の研究心

について，男子マネージャ ーの性格特性は選手の自 己

有能感とは独立に説明力を有していることがわかっ

た

選手の勝利追求については， Step 1, Step 2 のいず

れにおいても有意などは得られなかった (Step

lR 2=.047 , F(1 ， 26) 二 1.286 ラ n.s.; Step 2 R 2 二 .318 ，

F(6ス 1)= l. 629 ， n.s.). 

以上より，選手のモチベーションの努力志向性，研

究心については，男子マネージャ ーの性格が選手の自

己有能感 とは独立に説明力を有 していることがわかっ

た

階層的重回帰分析:女子マネージャー

目的変数として選手のモチベー ションの努力志向

性，研究心，勝利追求を，説明変数として Step 1 で自

Table 3 努力志向性 研究心 勝利追求を 目的変数とした階層的重回帰分析 男子マネー ジャ ー

努力志向性 研究心 勝利追求

Step 1 Step 2 Step 1 Step 2 Step 1 Step 2 

戸 戸 F F 戸 F 
Step 1 

自 己有能感 .295 .263 .376* .290 217 .186 

Step 2 

外向性 391 202 .343 

誠実性 -.523** 552 '同 .381 

情緒不安定性 .622 ** 482* .413 

開放性 .103 155 .147 

調和性 282 180 .101 

R2 .087 559** .141 * .515 * 047 .318 

自由度調整済み R2 .052 433 .108 .377 .010 123 

L1R2 .472 ** 374* 270 

*p<.05, *ホp<.01
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Table 4 努力志向性研究心勝利追求を目的変数とした階層的重回帰分析女子マネージャ←

努力志向性

Step 1 Step 2 

戸 F 
Step 1 

自己有能感 460*** .473 *** 

Step 2 

外向性 .103 

誠実性 .093 

情緒不安定性 079 

開放性 091 

調和性 004 

R2 211 **'1 239** ド

自由度調整済みが 204 192 

LJR2 .028 

己有能感， Step 2 でマネージャーの性格特性を投入し

た . その結果を示したのが Table 4 である.

努力志向性を目的変数とした場合， Step 1 では

R2=.211 (F( 1,102)=27.353 , p<.OOI ) と有意であり， 自

己有能感が有意な正の関連(戸=.460 ， p<.OO I ) を示し

ていた Step 2 ではが=.239 (F(6 ,97)=5.083 , p<.OOI) 

と有意であり ， 自己有能感が有意な正の関連 (ß= .473 ラ

p<.OOI) を示していた.また ， L1R2 は 028 で有意では

なく， このことから選手の努力志向性について，女子

マネージヤ←の性格特性は選手の自己有能感と独立に

説明力を有していないことがわかった

研究心を目的変数とした場合， Step 1 では R2=.095

(F(1, 102)=10.759 , p<.Ol) と有意になり， 自己有能感

が有意な正の関連(戸=.309 ， p<.O l ) を示していた

Step 2 では R2= ト45 (F(6 ,97)=2.743 , p<.05) と有意にな

り， 自己有能感が有意な正の関連(戸= . 357 ， p<.Ol) を

示し，マネージャ ーの情緒不安定性が有意な正の関連

(ß= .216 , p< . 05) を示して いた.また ， L1R2 は .050 で有

意ではなく ， このことから選手の研究心について，女

子マネージャーの性格特性は選手の自己有能感と独立

に説明力を有していないことがわかった

勝利追求を目的変数とした場合， Step 1 では

R2=.058 (F(l, 100)=6 .1 84 , p<.05) と有意になり， 自己

有能感が有意な正の関連 (ß=.241 ， p<.05) を示してい

た . Step 2 ではが=.230 (F(6 ,95)=4.741 , p<.OOI) と有

意になり ，マネージャーの誠実性，情緒不安定性が有

意な負の関連 (11買に ß=ー .274 ， p<.05; ß二 . 250 ， p<.OI) , 

マネージャーの開放性が有意な正の関連 (ß=.294 ，

研究心 勝利追求

Step 1 Step 2 Step 1 Step 2 

F F 戸 F 

309** 357 同 241* 128 

095 ・}咋

.087 

.003 .087 

.038 -.274'1 

.216* 一.250**

033 .294** 

.049 .158 

145** .058* .230** 

092 049 .182 

050 .172** 

ヰ'p<.05 ， **p<.O I , ***p<.OOI 

p<.Ol) を示していた.また ， L1R2 は 1 72 で有意であっ

た (P<.0 1 ) . このことから選手の勝利追求について，

女子マネージャ ーの性格特性は選手の自己有能感とは

独立に説明力を有していることがわかった.

以上より，選手のモチベーションの勝利追求につい

ては，女子マネージャ ーの性格が選手の自己有能感と

は独立に説明力を有していることがわかった

これらの結果をまとめると，男子選手に対して選手

のモチベーションのうち努力志向性，研究心について

は男子マネージャ ーの性格が選手の自己有能感とは独

立に説明力を有しており 選手のモチベー ションのう

ち勝利追求については女子マネージャ ーの性格が選手

の自己有能感とは独立に説明力を有していることが明

らかとなった

考察

マネージャーの性格の影響

これまで選手と直接的な関わりのある コーチや監督

が選手のモチベーションに影響を及ぼすことが明らか

となっている . 今回 これまで注目 されなかったマネ

ージャーの要因も選手のモチベーションに影響してい

るということが明らかとなった . 本研究の結果から，

マネ ージャーの性格が選手のモチベーションの全ての

要素において影響を与えていることがわかった. この

ことから，選手のモチベーションにおいて選手を支援

するマネージャ ーの存在を考慮する必要があるといえ

る

-6-



運動部のマネージャ ーの性格が選手のモチベーションに及ぼす影響

マネージャーの性別の影響

マネージャ ーの性別によって選手のモチベーション

への影響が異なることが明らかとなり，男子マネー ジ

ャ ーの性格が選手のモチベ←ションの努力志向性，研

究心に影響を与えていることがわかった.また，女子

マネー ジャ ーの性格が選手のモチベーションの勝利追

求に影響を与えていることがわかった . この違いにつ

いて解釈するには，マネージャ ー となった経緯の性差

について考慮することが有効であろう . マネ ー ジャ ー

となった経緯についての性別による違いでは，女子マ

ネ ー ジャ ーでは当初からマネージャ ーを希望している

場合が多く，男子マネージャ ーでは元々は選手であり

何らかの理由によって競技を続けることができなくな

った場合が多いのではないか と 考えられる

選手のモチベーションの努力志向性，研究心につい

ては，その競技に関する書物などによる研究， 日々の

練習の積み重ねが挙げられる . そのため， これらにつ

いては コ ツ コ ツとこなすというどちらかと言えば地味

なイメ ー ジがある. 一方，選手のモチベーションの勝

利追求については 試合において競技相手に勝つこと

で周りからの賞賛が得ら れる . そのため， 華々 しくや

や派手なイメ ー ジがある. これらの点を踏まえると，

男子マネージャ ーについては元々同じ競技を共にする

選手である場合が多く 何らかの理由によって続ける

ことが困難となったといういきさつが関連し，普段の

練習や研究の努力が影響を受けるのではないだろう

か. 女子マネー ジャ ーについては，入部時からマネー

ジャ ーとし て日々選手をサポート している場合が多

く，試合で勝利し，華々しい姿をみせたいという勝利

追求が影響を受けるのではないだろうか

マネージャーの性格特性の影響

マネ ージャーの個々の性格特性が選手のモチベー シ

ョンに影響を与えていた . マネージ ャ ーの情緒不安定

性が高いほど努力志向性，研究心も高いという結果が

得られた.また，マネージャ ーの誠実性が低いほど努

力志向性，勝利追求は高いという結果が得られた. こ

れらの結果は意外なものであるが 以下のような解釈

が可能であろう

情緒不安定性 とモチベー ションの努力志向性，研究

心との正の関連では， 情緒不安定性が高いということ

はマネー ジャ ーが精神的に不安を抱きやすく，心配性

であると認知されているということである.そのため，

選手はマネージャ ーに不安や心配をかけさせてはいけ

ないという気持ちになるのではないだろうか. このこ

とから，マネー ジャ ーを安心させるためにも試合で勝

つことの必要性を感じ，勝つために競技に対する研究

や日々の練習をもっとしなければならないという気持

ちが強くなるのではないかと考えられる

誠実性とモチベーションの努力志向性，勝利追求と

の負の関連では， 誠実性が低いということはマネー ジ

ャ ーが成り行き任せでややいい加減な面があると認知

されているということである . そのため ， 選手は普段

の練習においてマネージャ ーに頼りにくく，自分たち

でしっかりとやっていくしかないといった思いが芽生

えるのではないだろうか. あるいは，因果関係を逆転

させて考えると，普段努力している選手からはマネー

ジャ ーの誠実性が低いと認知されてしまうのかもしれ

ない

男子マネ← ジャ ←では，マネージヤ ←の誠実性が低

いほど研究心が高いという結果が得られた . 上にも述

べたように，誠実性が低いということはマネージャ ー

が成り行き任せでややいい加減な面があると認知され

ているということである . そのため，選手がマネージ

ャ ーに頼ることは難しい状況であり，普段からより効

率的 ・ 効果的な練習を行うことで良い結果を残すため

には，競技に関する知識の習得が必要であると感じる

のではないだろうか.

次に ， 女子マネー ジャ ーでは マネ ージャーの情緒

不安定性が低いほど勝利追求が高く，マネージャーの

開放性が高いほど勝利追求が高いという結果が得られ

た . 情緒不安定性が低いということはマネージャ ーが

比較的情緒が安定していると認知されているというこ

とである . そのため，マネージヤ ←の前向きで強気な

姿勢 ・ 気持ちが選手に伝わるこ とで，選手自身も安心

して勝利を追求するというモチベーションにつながる

のではないかと考えられる 開放性が高いということ

はマネ ー ジャ ーが進歩的 独創的であると認知されて

いるというこ とである そのため 選手は心強さを感

じ，試合で、勝つことによって自らも一歩新たな段階へ

と進んでいこうという 気持ちになるのではないだろう

か

本研究の問題点と今後の課題

今回の調査では，女子マネ←ジャ ー は 6 つの全ての

運動部に所属していた . しかし，男子マネージャーは

アメリカンフッ トボール部 少林寺拳法部にのみ所属

していた . このことから，マネ ー ジャ ーの性別による

選手のモチベーションへの影響の違いは部活の競技の

違いの影響を受けている可能性もある.また，男子マ
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ネージャーの分析は サンフ。ル数が30 と比較的少な

い.次に，マネージャーの性格が選手の知覚である点

を指摘することができる.今後 これらの点を考慮、し

た研究が必要となってくる

最後に，本研究は調査対象者として大学の運動部に

所属する学生を取り上げている.今後， このような大

学生以外で，実業団や日本代表などのよりハイレベル

な対象を取り上げる研究も検討していくべきであろ

っ
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The Effects of Perceived Personality of Managers on Motivation of Players 

An Examination of University Sports Clubs-

Marino BAN and Hiroto T AKAGI 

Abstract 

The pu叩ose of this study was to examine the effects of perceived personality of managers on motivation of 

male players based on the data coUected from six university sports clubs. Regression analyses revealed that after 

controlling a sense of self-capability, perceived personality of managers significantly explained motivation 

(effort-orientation, spirit-oιinquiry， victory-pursuit) of male players. Further, the effects of personality of 

managers differed in accordance with sex of managers. Namely, personality of male managers significantly 

explained effort-orientation and spirit-oιinquiryラ and personality of female managers significantly explained 

victory-pursuit. Implications for future research were discussed. 

Keywords: personality, SpOlis motivationラ sports player, university sports club 
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